
現代こそ、先生の思想から学ぶ時

　　　　 さがみ龍馬先生顕彰会事務局
TEL. 042-770-7358　FAX. 042-774-0019
 e-mail: info@hashico.co.jp
〒252-0212  相模原市中央区宮下2-11-4  ㈱ハシモトコーポレーション内

お問合せ

当
会
で
は
、

『
有
形
文
化
財
』
の
保
存
と
公
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

に
努
め
て
い
ま
す
。

明
治
維
新
を
動
か
し
た
志
士
た
ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

激
動
の
時
代
の
情
熱
を
心
身
で
受
け
と
め
る
。

精巧な複製技術の迫力を直接
ご覧いただけます。（詳しくは事務局まで お問い合わせください）
公文菊僊画（龍馬肖像）  鈴木耕一郎氏蔵　複製画製作 ㈱ハシモトコーポレーション

ホームページから会の活動状況や各種問い合わせ入会申込
などが行えます。

http://sagami-ryomaken.jp/

写
真
：
高
知
県
立
歴
史
民
族
資
料
館
蔵

　さがみ龍馬先生顕彰会では、龍馬先生を愛好する皆さん
のご入会を募集しています。当会の活動に賛同いただき入
会をご希望される方は、下記項目をご記入のうえ、事務局
宛にFAX（042-774-0019）または郵送ください。（入会の
申込は当会ホームページの申込フォームから登録すること
もできます）
　今後の活動や催し、会報誌など各種をご案内いたします。
多くの同志に入会いただき、会の発展にご協力ください。

※ご記入いただいた情報は当会からのご案内の通知以外の目的には使用いたしません。

入会申込書

切手をお貼り
ください。

 相模原市中央区宮下2-11-4

さがみ龍馬先生顕彰会事務局 行

2 5 2 0 2 1 2

㈱ハシモトコーポレーション内

郵 便 は が き

（ キリトリ ）

さがみ龍馬先生顕彰会 入会のご案内

※ご郵送の場合はキリトリ線からお切りいただき切手を貼ってご郵送ください。

氏 名
ふりがな
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平成  　　年  　　月  　　日



　

政
治
や
経
済
、
さ
ら
に
は
人
心
ま
で
も
が
混
迷
し
続
け
る
現
代
、
世
の
中
で
は

再
び
幕
末
の
偉
人
「
坂
本
龍
馬
」
先
生
が
再
評
価
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

幕
末
の
当
時
、
多
く
の
憂
国
の
志
士
た
ち
が
倒
幕
、
勤
王
、
尊
皇
、
佐
幕
、
攘
夷
、

公
武
合
体
と
い
っ
た
思
考
回
路
の
中
で
奔
走
す
る
中
、
一
歩
も
二
歩
も
そ
の
先
を
見
据

え
、 「
回
天
」
と
い
う
大
き
な
時
代
の
変
革
と
、「
開
国
」
と
い
う
開
明
的
な
思
想
を
持
ち
、

ひ
と
り
国
事
に
命
を
か
け
、
そ
れ
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
し
た
人
物
こ
そ
が
「
坂
本
龍
馬
」
先

生
そ
の
人
な
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
海
援
隊
や
亀
山
社
中
の
設
立
か
ら
、
薩
長
同
盟
を
実
現
し
、
船
中
八
策
を
以

て
新
し
い
明
治
と
い
う
時
代
を
拓
い
た
龍
馬
先
生
の
多
く
の
偉
大
な
る
業
績
を
顕
彰
し
、
さ
ら

に
思
想
家
と
し
て
、
政
治
家
と
し
て
、
実
業
家
と
し
て
の
龍
馬
先
生
の
人
物
を
学
ぶ
為
、
こ
こ
に

「
さ
が
み
龍
馬
先
生
顕
彰
会
」
を
設
立
す
る
こ
と
で
有
志
相
集
い
、
準
備
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

願
わ
く
は
、
本
日
こ
こ
に
多
く
の
同
志
の
入
会
を
得
て
本
会
が
発
展
さ
れ
ん
こ
と
を
願
う
も
の
で

あ
り
ま
す
。

「
さ
が
み
龍
馬
先
生
顕
彰
会
」
設
立
発
起
人
一
同

設
立
趣
意
書

「
さ
が
み 

龍
馬
先
生
顕
彰
会
」 

会
則

【
名
称
】

第
一
条　

本
会
の
名
称
を
「
さ
が
み
龍
馬
先
生
顕
彰
会
」
と
す
る
。

【
目
的
】

第
二
条　

徳
川
幕
府
末
期
、
永
く
続
い
た
封
建
制
度
の
我
が
国
を
新
た
な
体
制
に
変

革
す
る
た
め
”回
天
“
を
め
ざ
し
、
世
界
を
視
野
に
入
れ
た
”開
国
“
を
実

現
し
よ
う
と
し
、
命
を
か
け
た
坂
本
龍
馬
先
生
の
、
そ
の
偉
業
と
思
想
を

学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

【
所
在
地
】

第
三
条　

本
会
は
会
長
宅
に
置
く
。

【
活
動
】

第
四
条　

本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
活
動
を
行
う
。

　
　
　
　

・
坂
本
龍
馬
先
生
の
志
を
学
ぶ
。

　
　
　
　

・
必
要
に
応
じ
て
勉
強
会
、
講
演
会
、
懇
談
会
、
視
察
な
ど
を
開
催
す
る
。

　
　
　
　

・
龍
馬
先
生
の
そ
の
志
を
、
国
家
の
為
、
社
会
の
為
、
他
人（
ひ
と
）の
為
、

自
身
の
為
に
実
践
躬
行
す
る
。

【
会
員
の
資
格
】

第
五
条　

本
会
の
目
的
に
賛
同
す
る
者
。

【
会
費
】

第
六
条　

会
費
は
特
に
徴
収
せ
ず
、
寄
付
金
そ
の
他
を
以
て
充
て
る
。

【
事
務
局
】

第
七
条　

本
会
の
事
業
運
営
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
事
務
局
を
置
く
。

【
役
員
】

第
八
条　

本
会
に
下
記
の
ご
と
く
役
員
を
置
く
。

　
　
　
　

会
長 

一
名
。 

副
会
長 

一
名
。 

幹
事
長 

一
名
。

　
　
　
　

幹
事 

若
干
名
。
会
計
幹
事 

一
名
。
会
計 

二
名
。

　
　
　
　

相
談
役 

若
干
名
。
顧
問 

若
干
名
。

　
　
　
　

役
員
の
任
期
は
二
年
と
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
も
の
と
す
る
。

【
総
会
】

第
九
条　

本
会
は
年
一
回
五
月
に
総
会
を
開
催
し
、
目
的
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な

事
項
を
審
議
・
決
定
す
る
。

【
付
則
】

第
十
条　

本
会
は
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
よ
り
施
行
す
る
。

さがみ龍馬先生顕彰会発起人名簿  

顧　問 土屋　侯保 （大正大学招聘教授/明治大学非常勤講師）
顧　問 政岡　俊夫 （麻布獣医学園 麻布大学 理事長 学長）

会　長 溝渕　誠之  （誠心幼稚園 園長 高知県観光特使）
副会長 内藤　勝二 （古淵商栄会 会長 相模原よさこいRANBU!実行委員長）
幹事長 橋本　欽至 （株式会社ハシモトコーポレーション代表取締役社長）
幹　事 窪川　龍二 （小説家/劇作家）
幹　事 桑田　俊夫 （農業産業法人 株式会社グリーンピア代表取締役社長）
幹　事 吉村　文比古 （誠心幼稚園 園長代理） 
幹　事 中村　明 （自治会法人相模野 会長）
幹　事 進藤　武志 （自治会法人相模野 副会長）
幹　事 梶谷　聖子 （相模台鳴子踊り文化祭 実行委員会 委員長） 

迷
え
る
現
代

　

龍
馬
先
生
に
学
ぼ
う

先
生龍馬  好き！！集え！

「坂本龍馬」先生の
人となりを学ぶため

講演会や展示、年に2回程度
の勉強会を行います。

発足記念として、特別後援会と有形文化財の複製展示を行いました。


